








































Ⅱ. 円仏教 THAAD 撤廃運動の過程  
Ⅲ. 円仏教の平和観 
Ⅳ. 円仏教 THAAD 撤廃運動の意味  
    1. 社会参与と平和運動の当為性 



































2017年 4月 26日と 9月 7日の両日においての奇襲的な配置過程中に発生した警察公権力
の行事問題など、様々な問題が複合的に絡み合っている３。 

































Ⅱ．円仏教 THAAD 撤廃運動の過程 
円仏教の THAAD撤廃運動は、2016年 9月 6日第 4回角団会（最上位出家教化団）に
おいて満場一致で星州聖地守護非常対策委員会の構成を決議したことから公式的に始まる。























▷2016 年 9 月 7 日：THAAD 撤回と聖地守護のための円仏教祈祷会/ソウル国防部前 
3000余名参加 
▷9月 12日：円仏教平和瞑想祈祷会／午後 2時ソウル光化門広場、参加 800余名 
▷2017年 2月 28日：韶成里平和教堂設置、祈祷開始 
▷4月 20日（木）：戦争反対、THAAD反対、専ら平和「千万回の空、千万個の平和」
平和 100拝 ジンバッ（진밭、湿った畑、地名）平和教堂で午後 4時開始 
▷4月 27日：光化門広場 1千万拝平和祈祷開始 















▷7月 12日（水）：国民監査請求記者会見 13時監査院前-星州、金泉、円仏教 450余名
国民監査請求進行、金善明（キム・ソンミョン）執行委員長発言と接受 
第三に、THAAD配置に対する直接的な反対行動である。特に 2017年 4月 26日と 9月
7 日は THAADが敷地に送り込まれた日である。4 月 26 日にはレーダーと THAAD発射







務と星州住民など 2名が警察に強制連行後、午後 8時頃釈放 
▷4月 26日：THAAD発射台 2機臨時配置 
▷5月 4日（木）：軍部隊副食車（食料搬送用車）に偽装した油類搬入試行を平和守り隊
が阻止－午後 8時違法小細工油類搬入糾弾韶成里緊急集会 
▷9月 7日：THAAD発射台追加 4機臨時配置／韶成里平和守り隊 THAAD追加配置聖
地守護抵抗活動 






















































































































































































































































































































































































































































































































３ この分野の専門家である Chŏng Uk-sik（정욱식）の『THAADのすべて（사드의 
모든 것）』（유리창, 2017）と Ko Young-dae（고영대）の『THAAD配置の偽りと



















８ 『大宗経』第 2「教義品」31章。 
９ この部分は、拙稿「少太山の平和思想」（『統一と平和』8-2号、ソウル大学平和統一研
究院、2016.12）でまとめたものである。 
１０ 『正典』第 3「修行編」13章の最初法語。 
１１ 分かりやすく説明すると、「一垣のなか、一理に、一家のなか、一眷屬が、一仕事場
で、一仕事人として、一円世界を建てよう（한 울안 한 이치에 한 집안 한 권속이 
















































































３３ 『大宗経』第 2「教義品」8章 
３４ 『大宗経』第 3「修行品」2章 
３５ 『鼎山宗師法語』第 6「経義編」30章 
３６ 『大宗経』第 6「弁疑品」20章 
３７ 『鼎山宗師法語』第 9「務本編」39章 
３８ 『鼎山宗師法語』第 10「勤実編」12章 
